
 

 

          にんじんの管理情報 

 

１ 雑草対策 

（１）広葉雑草 

薬剤名 10a 当たり使用量 使用方法 使用時期 

ロロックス 150g（水 150L） 全面散布 
にんじん３葉期以降 

但し、収穫 30 日前まで 

【注意点】 

① にんじん本葉３葉期より早く散布すると薬害が発生する場合があるため、必ず葉

数を確認してから散布する。 

② 展着剤のサーファクタントＷＫ（150mL/水 150L）を加用する。 

③ 除草剤を散布する前に、害虫が発生しているか確認する。発生している場合は殺 

虫剤を除草剤散布前に散布する(２ 害虫対策参照)。 

 

（２）イネ科雑草 

薬剤名 10a 当たり使用量 使用方法 使用時期 

ポルトフロアブル 300mL（水 100L） 全面散布 
雑草生育期（イネ科雑草３～８

葉期）、但し収穫 45 日前まで 

※スズメノカタビラを除く一年生イネ科雑草が発生した場合 

 

（３）うね間のキク科雑草等 

  ロロックスの効果が劣るキク科等の雑草の発生がみられる場合は、下記の薬剤を散布 

する。 

薬剤名 10a 当たり使用量 使用方法 使用時期 

バスタ液剤 
300～500mL 

（水 100～150L） 

雑草茎葉散布 

（うね間処理） 
雑草生育期、収穫前日まで 

 

 

２ 害虫対策 

雑草の繁茂により、害虫による食害の発見が遅れ、低収の要因となるので、ほ場の見回

りを行う。害虫の発生がみられる場合は、速やかに下記の薬剤を散布する。 

対象害虫 薬剤名 
希釈倍率 

10a 当たり使用量 使用方法 使用時期 

ハスモン 

ヨトウ 
アクセルフロアブル 

1,000 倍 

（水 100L） 
散布 収穫前日まで 
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３ 病害対策 

 黒葉枯病を予防するため、は種 40 日後頃に下記の薬剤を散布する。 

薬剤名 
希釈倍率 

10a 当たり使用量 使用方法 使用時期 

ダコニール１０００ 
1,000 倍 

（水 100L） 
散布 収穫７日前まで 

 

 

４ 排水対策 

 停滞水があると、短根、岐根、腐敗等の原因となるため、うね間と額縁排水溝、横溝、

排水口を連結し、雨水が速やかに排出されるよう手直しを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横溝を切る 

枕地を切る 

        額縁排水溝を切る 

 

 

５ 農作業中の熱中症予防 

 こまめな休憩や水分補給等を行い、熱中症を予防しましょう。 

 

 

 

 

(問い合わせ先) 

福光農業協同組合 営農部 営農指導課（冨田・湯浅）（電話番号 0763-52-4153） 

富山県砺波農林振興センター 園芸振興班（石川）（電話番号 0763-32-8112） 

  

 
写真⑧ 


